
解 答
１ ３００ 長 イ問１ １ ２ 問２

オ ４ 小さい 短問３ 問４ 問５ ４ ５

２ イ ２ ４ １０２４ イ問１ 問２ ２ ３ 問３１

酸素 ０.０２８ ２.２２問４ 問５ 問６

１８０ １８０ ０.５６問７ 問８ 問９

３ ○ × × ア問１ 問２唄 欝 蔚

光合成が活発に行われない冬には，葉を落とすことで葉を維持するのに必要なエネルギーを節約できるから。問３

８２.４ う イ ９８.４ い問４ 記号 記号唄 欝 蔚

４ ２０ ４ 冬 高 低問１ １ ２ 問２ 問３ ４ ５

西 北西 右問４ ４ ５ 問５

しめった北西の季節風が山脈をこえるときに雨や雪を降らせ，乾燥した空問６

気になるから。

等圧線の間隔が広いほど風は弱く，等圧線の間隔がせまいほど風は強い。問７

右図問８

気圧の高い北から気圧の低い南へと風がふくときに，進行方向に対して右問９

に曲がるため北東の風になる。

解 説
。１ 問１ １ 輪軸のつり合いとして考えると，小輪は半径７.５㎝の円盤，大輪は半径２０㎝のクランクとなります

したがって，ばねはかりがＸｇを示しているとすると 「８００×７.５＝Ｘ×２０」が成り立ち，Ｘ＝３００，

となります。

問２ クランクに対して垂直に力を加えると，角Ａの大きさに関わらずばねはかりにかかる力は一定になります。

問３ クランク側のモーメントは，「支点を通る破線から力点までの直線距離×ばねはかりにかかる力」です。

角Ａが９０°のときに直線距離は最大でばねはかりの力が最小になるので，エかオのグラフとなります。ただし，

角Ａが０°または１８０°のときには円盤は回らずつり合わせることができないため，オのグラフとなります。

問４ 後輪側のギアにかかっている力をＹ㎏とすると 「１×３０＝Ｙ×３」が成り立ち，Ｙ＝１０となります。，

， ，変速ギアの「中」を用いたときにばねはかりがＺ㎏を示しているとすると 「１０×８＝Ｚ×２０」が成り立ち

Ｚ＝４となります。

），２ 問２ １～３ ８日ごとに放射性ヨウ素の量は半分になっていくので，８日後には ，１６日後には （ ×２
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なります。

問５ 気体が１００.００ 発生したときの過酸化水素水の濃度の減少量が２.８０％なので，気体が１ 発生した安 安

ときの減少量は０.０２８％（２.８０× ）となります。
１００.００

１

問６ 表１より，６０秒後には２０.６３ の気体が発生しているので，このときの過酸化水素水の濃度の減少量安

は０.５７８ （２０.６３×０.０２８＝０.５７７６４）です。したがって，６０秒後の過酸化水素水の濃度は安

２２.２％（２.８０－０.５７８＝２.２２２）となります。

安（１００問７ 発生した気体の体積は過酸化水素水の濃度の減少量に比例するので，発生した気体の体積が５０

のときが半減期となります。÷２）

問８ 問７より，半減期は１８０秒なので，濃度が半分になるまでにはさらに１８０秒かかります。

問９ ３６０秒後の過酸化水素水の濃度は０.７％（２.８０× × ）となります。このときから４２０秒後まで
２
１

２
１

にはあと６０秒あり，この間に濃度は 倍となるので，０.５６％（０.７× ＝０.５５５）となり
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ます。

問５ 地球は西から東に自転しているため，北半球では進行方向に対して右側に曲がって風がふきます。３
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